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伊
勢
神
宮
奉
納
百
首
の
諸
相

福　

留　

瑞　

美

は
じ
め
に

　

伊
勢
神
宮
は
、
皇
大
神
宮
（
内
宮
、
祭
神
天
照
大
神
）
と
豊
受
大
神
宮

（
外
宮
、
祭
神
豊
受
大
御
神
）、
お
よ
び
両
宮
の
摂
末
社
（
神
宮
百
二
十
五

社
）
な
ど
の
総
称
で
あ
る
。
古
く
か
ら
皇
祖
神
と
し
て
崇
敬
を
集
め
、
第

十
代
崇
神
天
皇
〜
第
九
十
六
代
後
醍
醐
天
皇
の
間
に
は
皇
族
の
未
婚
女
性

が
斎
宮
と
し
て
祭
祀
に
奉
仕
し
た
。
そ
の
う
ち
斎
宮
群
行
は
第
九
十
代
亀

山
朝
ま
で
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
平
安
末
期
以
降
に
は
伊
勢
神
宮
に
数
々
の
歌
人
た
ち
が
百
首

歌
を
奉
納
し
て
い
る
。
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
に
は
西
行
の
勧
進
に
よ

り
寂
蓮
・
隆
信
・
家
隆
・
定
家
な
ど
十
二
人
ほ
ど
が
「
二
見
浦
百
首
」（
伊

勢
百
首
と
も
）
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
二
年
後
、
慈
円
も
同
題
で
「
御
裳

濯
百
首
」
を
詠
み
、
そ
の
端
書
に
「
依
二
円
位
聖
人
勧
進
一
文
治
四
年
秋
比

詠
レ
之
、
為
二
大
神
宮
法
楽
一
也
云
云
。
只
為
二
結
縁
一
也
」
と
記
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
百
首
歌
が
神
へ
の
法
楽
と
な
り
神
と
の
結
縁
に
も
な
る
と

い
う
意
識
の
も
と
で
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
文
治
六

年
（
一
一
九
〇
）
に
俊
成
が
「
伊
勢
大
神
宮
百
首
」、
建
仁
元
年
（
一
二
〇

一
）
に
後
鳥
羽
院
が
「
内
宮
百
首
」「
外
宮
百
首
」、
承
久
二
年
（
一
二
二

〇
）
に
慈
円
の
勧
進
に
よ
り
定
家
・
家
隆
な
ど
が
「
四
季
題
百
首
」、
文
応

元
年
（
一
二
六
〇
）
に
為
家
が
「
太
神
宮
百
首
」
を
奉
納
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
伊
勢
神
宮
へ
の
奉
納
百
首
の
う
ち
百
首
揃
っ
て
い

る
も
の
を
対
象
と
し
て
、
奉
納
先
で
あ
る
伊
勢
神
宮
を
ど
の
程
度
意
識
し

て
和
歌
に
詠
み
入
れ
て
い
る
か
と
い
う
百
首
歌
の
構
成
に
つ
い
て
比
較
検

討
し
た
い
と
思
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
、

① 
西
行
勧
進
「
二
見
浦
百
首
（
伊
勢
百
首
）」
の
う
ち
『
拾
遺
愚
草
』

所
収
「
二
見
浦
百
首
」
一
一
八
六
年
詠
、『
拾
玉
集
』
所
収
「
御
裳
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濯
百
首
二
見
」
一
一
八
八
年
詠
（
春
20
・
夏
10
・
秋
20
・
冬
10
・
恋
10
・

述
懐
5
・
無
常
5
・
雑
20
首
か
ら
な
る
部
立
百
首
）

② 『
俊
成
五
社
百
首
』
所
収
の
「
伊
勢
大
神
宮
百
首
」（
堀
河
題
に
よ

る
百
題
百
首
。
一
一
九
〇
年
詠
。
勅
撰
集
完
成
の
謝
意
か
）

③ 『
後
鳥
羽
院
御
集
』
所
収
の
「
内
宮
百
首
」「
外
宮
百
首
」（
春
20
・

夏
15
・
秋
20
・
冬
15
・
祝
5
・
神
祇
5
・
雑
20
首
か
ら
な
る
部
立
百
首
。

一
二
〇
一
年
三
月
詠
。
勅
撰
集
完
成
の
祈
願
か
）

④ 

慈
円
勧
進
「
四
季
題
百
首
」
の
う
ち
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
所
収
「
四

季
題
百
首
」
一
二
二
〇
年
秋
詠
、『
壬
二
集
』
所
収
「
慈
鎮
大
僧
正

四
季
百
首
」。（「
神
祇
・
月
・
風
・
雨
・
暁
・
朝
・
夕
・
夜
・
山
・
野
・
海
・
河
・

池
・
鳥
・
田
・
松
・
杜
・
草
・
花
・
祝
・
山
家
・
旅
・
恋
・
述
懐
・
釈
教
」の
25

題
を
四
季
題
で
詠
む
結
題
百
首
）

⑤ 『
為
家
七
社
百
首
』
所
収
の
「
太
神
宮
百
首
」（
堀
河
題
に
よ
る
百

題
百
首
。
一
二
六
〇
年
詠
。
勅
撰
集
完
成
の
祈
願
か
）

で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
引
用
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』

D
V
D
-RO
M

版
に
拠
っ
て
お
り
、
各
和
歌
下
の
算
用
数
字
は
新
編
国
歌
大

観
番
号
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
本
文
に
つ
い
て
は
便
宜
上
漢
字
を
当
て
た

り
送
り
仮
名
を
省
い
た
り
「 

」
を
付
し
た
り
、
表
記
を
改
め
て
い
る
。

一
、
西
行
勧
進
「
二
見
浦
百
首
」

　

和
歌
に
お
い
て
歌
枕（
地
名
）は
、古
歌
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
集
約
し
た
表

現
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
百
首
歌
に
お
い
て
歌
枕
を
た
ど
る
こ
と
で
、
百

首
歌
全
体
の
世
界
観
や
構
成
意
図
が
見
て
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
定
家
「
二
見
浦
百
首
」
と
慈
円
「
御
裳
濯
川
百
首
」
の
歌
枕
（
地

名
）
を
拾
い
上
げ
る
と
、﹇
表
1
﹈
に
示
し
た
結
果
と
な
る
。
定
家
の
場
合

で
は
百
首
中
十
五
首
に
歌
枕
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
神
宮
を
想

定
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
は
一
首
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
雑
廿
首
」
中
の

「
神
祇
五
首
」、

① 

清
か
な
る
月
日
の
影
に
あ
た
り
て
も
天
照
る
神
を
頼
む
ば
か
り
ぞ

 

（
拾
遺
愚
草
181
）

② 

中
中
に
さ
し
て
も
言
は
じ
三
笠
山
思
ふ
心
は
神
も
知
る
ら
ん（
同
182
）

③ 

聞
く
ご
と
に
頼
む
心
ぞ
澄
み
ま
さ
る
賀
茂
の
社
の
御
手
洗
の
声 

 

（
同
183
）

④ 

う
き
こ
と
も
慰
む
道
の
し
る
べ
と
や
世
を
住
吉
と
天
下
り
け
ん 

 

（
同
184
）

⑤ 

い
か
な
ら
ん
三
輪
の
山
も
と
年
ふ
り
て
過
行
く
秋
の
暮
れ
方
の
空 

 

（
同
185
）

と
あ
る
う
ち
の
一
首
目
①
で
あ
り
、「
天
照
る
神
」
つ
ま
り
内
宮
の
祭
神
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（
天
照
大
神
）
に
「
頼
む
ば
か
り
ぞ
」
と
願
掛
け
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
和
歌
①
は
「
雑
廿
首
」

中
の
「
神
祇
五
首
」
と
し
て
詠
み
入
れ
ら
れ
た
神
社
（
神
宮
、
春
日
社
・

賀
茂
社
・
住
吉
・
三
輪
）
の
う
ち
最
初
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
別

に
奉
納
先
を
意
識
し
て
詠
み
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
定
家
の
「
二
見
浦
百
首
」
は
歌
枕
を
見
る
限
り
で
は
、
吉
野
や

葛
城
山
・
三
室
山
な
ど
大
和
国
の
歌
枕
が
多
く
、
神
宮
へ
の
奉
納
歌
と
し

て
の
特
徴
が
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
慈
円
の
場
合
は
、
百
首
中
三
十
三
首
に
歌
枕
が
詠
ま
れ
、

定
家
よ
り
も
多
く
の
歌
枕
が
詠
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
神
宮
ゆ
か
り
の

歌
枕
が
詠
ま
れ
た
も
の
は
百
首
末
尾
の
和
歌
の
み
で
あ
る
。
正
確
を
期
す

る
と
、『
拾
玉
集
』
所
収
の
「
御
裳
濯
百
首
」
は
全
百
一
首
か
ら
な
っ
て
お

り
、
百
首
目
に
「
う
き
身
を
ば
神
に
ぞ
祈
る
神
風
や
伊
勢
の
浜
荻
浪
に
く

た
す
な
」（
拾
玉
集
600
）、
百
一
首
目
に
「
人
な
み
に
我
が
言
の
葉
を
散
ら

す
か
な
五
十
鈴
が
原
の
秋
の
夕
暮
」（
同
601
）
と
あ
る
。
前
者
は
神
へ
の
祈

願
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
後
者
は
願
い
事
を
書
き
散
ら
し
た
こ
と
へ
の
反
省

と
な
っ
て
い
て
総
括
的
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
後
者
は
、
当
該

の
百
首
歌
を
詠
み
終
え
て
西
行
に
送
る
際
に
添
付
さ
れ
た
和
歌
で
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
慈
円
の
「
御
裳
濯
百
首
」
は
、
歌
枕
が
摂

津
国
か
ら
下
野
国
ま
で
広
い
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
神

宮
と
は
関
わ
り
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
末
尾
の
和
歌
が
神
宮
に
関
す
る

表
現
（
神
へ
の
祈
願
）
で
締
め
く
く
ら
れ
て
お
り
、
中
途
で
詠
ん
で
い
る

定
家
の
場
合
と
比
べ
て
、
神
宮
へ
の
奉
納
を
意
識
し
た
百
首
構
成
を
有
し

て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
上
野
一
孝
氏
が
「
定
家
『
二
見
浦
百
首
』
の

﹇
表
1
﹈
二
見
浦
百
首（
定
家
・
慈
円
）の
歌
枕

﹇　

﹈は
国
名
。 　

 

は
伊
勢
関
連
の
歌
枕
。

定
家
の
百
首

慈
円
の
百
首

春
20

吉
野（
山
）﹇
大
和
﹈×
3
・
葛
城
山﹇
大

和
﹈

吉
野
山﹇
大
和
﹈×
5
・
室
八
島﹇
下
野
﹈・

朝
原﹇
大
和
﹈・
竜
田
川﹇
大
和
﹈・
姨
捨
山

﹇
信
濃
﹈・
越
路
・
田
子
浦﹇
駿
河
﹈・
井
手

川﹇
山
城
﹈・
富
士﹇
甲
斐
﹈

夏
10

大
井
川﹇
山
城
﹈

其
神
山﹇
山
城
﹈・
奈
良
思
丘﹇
大
和
﹈・
井

手﹇
山
城
国
﹈

秋
20

清
見
潟﹇
駿
河
﹈・
三
室
山﹇
大
和
﹈

唐
土
＆
蘆
屋
沖﹇
摂
津
﹈・
三
熊
野
浦﹇
紀

伊
﹈・
深
草
里﹇
山
城
﹈・
片
岡﹇
大
和
﹈・
粟

津
野
＆
瀬
田
長
橋﹇
近
江
﹈・
須
磨﹇
摂
津
﹈

冬
10

朝
原﹇
大
和
﹈

竜
田
山﹇
大
和
﹈・
猪
名﹇
摂
津
﹈・
勝
間
田

池﹇
大
和
﹈

恋
10

難
波
堀
江﹇
摂
津
﹈・
猿
沢
池﹇
大
和
﹈

述
懐
5
／
無
常
5

鳥
部
山﹇
山
城
﹈

雑
20

天
照
神﹇
伊
勢
﹈・
三
笠
山﹇
山
城
﹈・
賀

茂
社﹇
山
城
﹈・
住
吉﹇
摂
津
﹈・
三
輪
山

﹇
大
和
﹈・
立
田
山﹇
大
和
﹈・
宇
治
川﹇
山

城
﹈

都﹇
山
城
﹈・
唐
土
・
葛
城﹇
大
和
﹈・
伊
勢

合
計

15
首
（
う
ち
伊
勢
関
連
1
首
）

33
首
（
う
ち
伊
勢
関
連
1
首
）
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構
想
」（『
論
集 

中
世
の
文
学 

韻
文
篇
』
明
治
書
院
・
一
九
九
四
年
）
に

お
い
て
、「
慈
円
の
態
度
が
西
行
の
考
え
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
も
の
だ
と
す

れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
定
家
の
意
識
は
、
大
神
宮
に
で
は
な
く
勧
進
元
西

行
に
向
い
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

二
、
慈
円
勧
進
「
四
季
題
百
首
」

　

の
ち
に
定
家
は
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
秋
に
慈
円
勧
進
の
「
四
季
題

百
首
」
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
頃
の
定
家
は
、
同
年
二
月
十
三
日
内
裏
歌

会
に
お
け
る
「
野
外
柳
」
題
の
定
家
詠
が
後
鳥
羽
院
の
勘
気
に
触
れ
て
以

来
、
籠
居
し
て
い
た
。
さ
て
、
そ
の
定
家
の
「
四
季
題
百
首
」
の
冒
頭
「
四

季
神
祇
」
題
で
は
、

① 

新
玉
の
年
を
祈
る
と
ひ
く
駒
の
あ
と
も
久
し
き
二
月
の
空

 

（
員
外
507
祈
年
祭
）

② 

水
無
月
の
月
影
白
き
小を

忌み

衣
う
た
ふ
さ
ざ
浪
よ
る
ぞ
涼
し
き

 

（
員
外
508
神
今
食
）

③ 

御み
て
ぐ
ら幣

の
立
つ
や
五
十
鈴
の
川
浪
に
山
の
紅
葉
も
幣
や
手
向
く
る

 

（
員
外
509
例
幣
）

④ 

か
ざ
し
こ
し
桜
も
藤
も
昔
に
て
御
手
洗
川
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

 

（
員
外
510
臨
時
祭
）

と
詠
ま
れ
て
お
り
、
和
歌
①
「
祈
年
祭
」
は
二
月
四
日
に
神
宮
に
勅
使
が

幣
物
を
奉
る
儀
式
、
②
「
神
今
食
」
は
六
月
十
一
日
〜
十
二
日
に
か
け
て

天
照
大
神
を
奏
請
し
て
贄
を
供
え
て
天
皇
も
食
す
る
儀
式
、
③
「
例
幣
」
は

神
嘗
祭
に
お
い
て
例
幣
使
が
た
て
ら
れ
九
月
十
七
日
に
御
幣
を
神
宮
に
奉

納
す
る
儀
式
の
様
子
で
あ
り
、
④
「
臨
時
祭
」
は
十
一
月
下
の
酉
日
に
行

わ
れ
る
賀
茂
の
臨
時
祭
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
家
の
「
四
季
題
百
首
」

冒
頭
の
神
祇
に
は
神
宮
と
関
わ
り
の
あ
る
宮
廷
行
事
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

朝
廷
お
よ
び
皇
族
と
神
宮
の
結
び
つ
き
を
強
調
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
家
隆
の
「
四
季
題
百
首
」
の
「
四
季
神
祇
」
で
は
、

⑤ 

散
り
か
か
る
曇
も
あ
ら
じ
神
風
や
五
十
鈴
の
河
の
花
の
鏡
は

 

（
壬
二
集
1142
）

⑥ 

を
と
め
子
が
ゆ
ふ
神
山
の
玉
蔓
け
ふ
は
葵
を
か
け
や
そ
ふ
ら
む

 

（
同
1143
）

⑦ 

唐か
ら

錦
た
れ
手
向
け
け
ん
大
和
な
る
三
笠
の
紅
葉
春
日
野
の
萩

 

（
同
1144
）

⑧ 

明
け
ぬ
夜
の
山
の
日
吉
の
朝
日
影
さ
す
が
に
か
く
る
雪
の
白
ゆ
ふ

 

（
同
1145
）

と
あ
り
、
和
歌
⑤
は
内
宮
の
五
十
鈴
川
に
花
が
映
る
様
子
、
⑥
は
賀
茂
祭

で
の
舞
姫
の
様
子
、
⑦
は
春
日
社
に
紅
葉
や
萩
を
御
幣
と
し
て
手
向
け
る

か
の
よ
う
だ
と
す
る
も
の
、
⑧
日
吉
社
に
お
け
る
雪
が
降
る
早
朝
の
様
子
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を
描
い
て
い
る
。
つ
ま
り
各
神
社
に
お
け
る
四
季
の
情
景
を
主
眼
と
し
て

詠
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
定
家
と
は
異
に
す
る
。

　

歌
枕
に
つ
い
て
は
、
次
の
﹇
表
2
﹈
に
示
し
た
と
お
り
、
定
家
が
百
首

中
十
八
首
、
家
隆
が
三
十
五
首
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
伊
勢
関
連
の
表

現
（「
四
季
神
祇
」
題
以
外
）
に
は
、

⑨ 

さ
な
ら
で
も
秋
の
思
ひ
は
大
淀
の
松
を
つ
ら
し
と
浦
風
ぞ
吹
く

 

（
員
外
549
海
）

⑩ 

過
ぎ
が
て
に
し
ば
し
や
す
ら
へ
帰
る
雁
山
田
の
原
の
朧
月
夜
を

 

（
壬
二
1194
鳥
）

⑪ 

万
世
も
な
ほ
長
月
の
浦
に
あ
ふ
三み

角づ
の

柏か
し
はに

神み

酒き

奉
る
（
壬
二
1220
祝
）

と
あ
り
、
定
家
の
和
歌
⑨
「
大
淀
」
は
多
気
郡
明
和
町
に
あ
る
斎
宮
御
祓

の
場
の
こ
と
で
神
宮
と
関
連
す
る
場
所
で
あ
る
が
、
当
該
和
歌
は
『
伊
勢

物
語
』
伊
勢
斎
宮
関
係
章
段
の
「
大
淀
の
松
は
つ
ら
く
も
あ
ら
な
く
に
う

ら
み
て
の
み
も
か
へ
る
波
か
な
」（
七
十
二
段
）
を
踏
ま
え
た
表
現
と
な
っ

て
お
り
、
伊
勢
神
宮
へ
の
奉
納
と
い
う
点
に
お
い
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
も
思
え
る
。
一
方
、
家
隆
の
和
歌
⑩
は
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
の
鎮
座

地
で
あ
る
山
田
原
を
通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
美
し
い
朧
月
夜

の
様
子
、
同
⑪
は
神
酒
を
奉
る
祝
の
歌
に
な
っ
て
お
り
、
奉
納
先
を
意
識

し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
定
家
の
「
四
季
題
百
首
」
は
先
の
「
二
見
浦

百
首
」
と
は
違
い
、
冒
頭
に
神
宮
関
連
の
宮
廷
行
事
を
詠
み
入
れ
て
お
り
、

神
宮
へ
の
奉
納
百
首
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
院
勘
を
蒙
り
籠
居
し
て
い
た
定
家
は
「
四
季
題
百
首
」
に
非
常
に

多
く
の
沈
淪
訴
嘆
の
和
歌
を
詠
み
入
れ
て
お
り
、
そ
の
意
識
は
神
宮
よ
り

も
そ
の
儀
式
を
行
う
宮
廷
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
慈
円
「
御

裳
濯
川
百
首
」
や
家
隆
「
四
季
題
百
首
」
と
比
べ
て
、
定
家
の
奉
納
百
首

（
二
見
浦
百
首
・
四
季
題
百
首
）
は
奉
納
先
を
意
図
的
に
詠
み
入
れ
る
と
い

う
意
識
が
希
薄
と
言
え
る
。

﹇
表
2
﹈
四
季
題
百
首
（
定
家
・
家
隆
）
の
歌
枕
・
歌
語﹇　

﹈は
国
名
。 　

 

は
伊
勢
関
連
の
歌
枕
。

定
家
の
百
首

家
隆
の
百
首

五
十
鈴
川﹇
伊
勢
﹈・
御
手
洗
川﹇
山
城
﹈・

玉
川﹇
山
城
﹈・
都
×
2
・
九
重﹇
山
城
﹈・

飛
火
野﹇
大
和
﹈・
住
吉﹇
摂
津
﹈・
蘆
屋
里

﹇
摂
津
﹈・
大
淀﹇
伊
勢
﹈・
白
河﹇
山
城
﹈・
大

井
川﹇
山
城
﹈・
隅
田
川﹇
武
蔵
﹈・
衣
手
杜

﹇
山
城
か
﹈・
阿
波
手
杜﹇
尾
張
か
﹈・
常
盤

杜﹇
山
城
﹈・
春
日
野﹇
大
和
﹈・
小
倉
山﹇
山

城
﹈

五
十
鈴
川﹇
伊
勢
﹈・
神
山﹇
山
城
﹈・
春
日
野﹇
大

和
﹈・
日
吉﹇
近
江
﹈・
鳰
の
海﹇
近
江
﹈・
三
島
江﹇
摂

津
﹈・
都
×
2
・
入
野﹇
山
城
﹈・
一
重
山﹇
山
城
か
﹈・

鷺
坂﹇
山
城
﹈・
朝
日
山﹇
山
城
﹈・
飛
火﹇
大
和
﹈・
化

野﹇
山
城
﹈・
武
蔵
野
・
淡
路
島
・
因
可
池﹇
大
和
﹈・

飛
鳥
川﹇
大
和
﹈・
衣
川﹇
陸
奥
﹈・
染
川﹇
筑
紫
﹈・
大

井
川﹇
山
城
﹈・
伏
見
山﹇
山
城
﹈・
山
田
原﹇
伊
勢
﹈・

朝
倉
山﹇
筑
紫
﹈・
浮
田
杜﹇
山
城
﹈・
野
中
杜﹇
播

磨
﹈・
信
太
杜﹇
和
泉
﹈・
衣
手
杜﹇
山
城
か
﹈・
安
治

麻
野﹇
越
前
﹈・
三
角
柏
・
荻
焼
原
・
さ
や
の
中
山

﹇
遠
江
﹈・
三
芳
野﹇
大
和
﹈・
和
歌
浦
﹇
紀
伊
﹈・
鷲

山
﹇
天
竺
﹈

18
首
（
う
ち
伊
勢
関
連
2
首
）

35
首
（
う
ち
伊
勢
関
連
3
首
）
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三
、
堀
河
題
に
よ
る
大
神
宮
百
首

　

西
行
は
「
二
見
浦
百
首
」
を
勧
進
し
た
の
と
前
後
し
て
、
俊
成
に
自
歌

合
の
加
判
を
依
頼
し
て
い
る
。
伊
勢
内
宮
に
奉
納
さ
れ
た
『
御
裳
濯
河
歌

合
』（
三
十
六
番
七
十
二
首
。
文
治
三
年
成
立
か
）
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ

の
後
、
病
床
に
あ
っ
た
西
行
は
一
時
少
し
回
復
し
た
も
の
の
、
文
治
六
年

（
一
一
九
〇
）
二
月
十
六
日
に
没
し
て
い
る
（
長
秋
詠
藻
651
な
ど
）。

　
『
俊
成
五
社
百
首
』
の
成
立
は
、
序
文
に
「
文
治
五
年
よ
り
思
ひ
た
ち
…

五
社
百
首
と
て
詠
み
そ
へ
て
、
文
治
六
年
建
久
元
年
の
春
ぞ
清
書
し
て
奉
り

侍
る
べ
し
」
と
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
大
神
宮
百
首
は
伊
勢
神
官
権
禰
宜
荒

木
田
氏
良
に
よ
っ
て
建
久
元
年
七
月
廿
日
に
奉
納
さ
れ
た
（『
長
秋
草
』
夢

記
）。
し
た
が
っ
て
、『
俊
成
五
社
百
首
』
は
西
行
の
死
と
相
前
後
し
て
成

立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
俊
成
五
社
百
首
』
所
収

「
伊
勢
大
神
宮
百
首
」
に
は
、
西
行
の
和
歌
（
御
裳
濯
河
歌
合
）
を
意
識
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
和
歌
が
存
在
す
る
。

① 

名
を
思
へ
桜
の
宮
に
祈
り
見
ん
花
を
散
ら
さ
ぬ
神
風
も
が
な

 

（
俊
成
10
桜
）

と
あ
る
「
桜
の
宮
」
に
つ
い
て
は
、『
御
裳
濯
河
歌
合
』
二
番
に
、

　
　
　
　
　

左
持

　
　
　

神
風
に
心
や
す
く
ぞ
ま
か
せ
つ
る
桜
の
宮
の
花
の
盛
り
を

　
　
　
　
　

右

　
　
　

さ
や
か
な
る
鷲
の
高
嶺
の
雲
ゐ
よ
り
影
や
は
ら
ぐ
る
月
読
の
杜

　
　
　
　
　
　

左
の
桜
の
宮
、
右
の
月
読
の
杜
、
勝
劣
な
し
、
猶
持
と
す

『
御
裳
濯
河
歌
合
』
以
前
に
は
「
桜
の
宮
」
が
詠
ま
れ
た
和
歌
は
見
当
た
ら

ず
、
い
ず
れ
の
和
歌
も
「
神
風
」
と
組
み
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
俊
成
は
西
行
の
和
歌
を
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

② 

人
知
れ
ず
百も

も

枝え

の
松
を
頼
む
か
な
藤
の
末す

ゑ

葉ば

も
あ
は
れ
か
け
な
ん

 

（
俊
成
82
松
）

と
あ
る
「
百
枝
の
松
」
に
つ
い
て
は
、『
長
秋
詠
藻
』
下
（
594
・
595
）
に
、

歌
合
と
い
ふ
こ
と
す
る
人
々
の
勝
劣
定
む
る
事
を
こ
な
た
か
な
た

よ
り
ふ
れ
つ
か
は
す
こ
と
の
み
あ
る
を
、
と
か
う
か
へ
さ
ひ
申
し

な
が
ら
、
い
な
び
が
た
き
時
は
お
ぼ
え
ぬ
こ
と
ど
も
を
書
き
つ
け

侍
る
も
よ
し
な
く
て
、
近
き
年
よ
り
此
方
、
長
く
ち
か
ひ
た
り
と

て
せ
ぬ
事
に
な
り
に
し
を
、
円
位
聖ひ
じ
りと

い
ふ
は
昔
よ
り
申
し
か
は

す
物
な
り
し
を
、
わ
が
詠
み
集
め
た
る
歌
ど
も
を
三
十
六
番
に
つ

が
ひ
て
伊
勢
太
神
宮
に
奉
ら
ん
ず
る
な
り
と
て
、
こ
れ
な
ほ
勝
ち

負
け
記
し
て
と
し
ひ
て
申
し
し
か
ば
、
お
ろ
お
ろ
書
付
け
て
つ
か

は
し
け
る
歌
合
の
端
に
、
聖
人
の
書
き
つ
け
た
り
け
る
歌

藤
波
を
御
裳
濯
川
に
せ
き
入
れ
て
百
枝
の
松
に
か
け
よ
と
ぞ
思
ふ

返
し
に
、
歌
合
の
奥
に
書
き
つ
け
け
る
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藤
浪
も
御
裳
濯
河
の
末
な
れ
ば
し
づ
枝
も
か
け
よ
松
の
百
枝
に

藤
原
も
も
と
は
大
中
臣
な
り
し
心
に
や

と
あ
る
。
詞
書
の
傍
線
部
は
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、

そ
の
歌
合
の
端
に
西
行
が
記
し
て
い
た
和
歌
に
「
百
枝
の
松
」
が
詠
ま
れ

て
い
た
。
当
該
の
和
歌
以
前
に
用
例
が
見
出
せ
な
い
の
で
、
俊
成
の
和
歌

②
「
人
知
れ
ず
百
枝
の
松
を
頼
む
か
な
」
と
は
、『
御
裳
濯
河
歌
合
』
を
め

ぐ
っ
て
の
西
行
と
の
贈
答
歌
を
意
識
し
た
表
現
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
当
時
の
俊
成
の
意
識
に
は
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
を
媒
介
に
西
行
と
神

宮
が
結
び
つ
け
ら
れ
、「
伊
勢
百
首
」
に
関
連
の
「
桜
の
宮
」「
百
枝
の
松
」

が
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
『
俊
成
五
社
百
首
』
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
成
立

し
た
の
が
、『
為
家
七
社
百
首
』
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
前
回
「『
為

家
七
社
百
首
』
の
祈
り
の
系
譜
」（『
国
文
学
』
98
号
・
二
〇
一
四
年
三
月
）

に
お
い
て
述
べ
た
の
で
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
か

ら
祖
父
俊
成
の
行
跡
を
た
ど
る
よ
う
に
為
家
は
堀
河
題
に
よ
る
奉
納
百
首

を
詠
出
し
、
歌
題
や
形
式
や
奉
納
順
な
ど
様
々
な
面
で
『
俊
成
五
社
百
首
』

を
踏
襲
す
る
作
品
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
俊
成
五
社
百
首
』所
収「
伊
勢
大
神
宮
百
首
」と
、『
為
家
七
社

百
首
』所
収
「
太
神
宮
百
首
」の
歌
枕
を
分
類
す
る
と
、次
の﹇
表
3
﹈の
通

り
の
結
果
と
な
る
。
神
宮
に
関
連
す
る
歌
枕
（
地
名
）
を
詠
み
入
れ
た
和
歌

﹇
表
3
﹈
俊
成
詠
と
為
家
詠
の
歌
枕
・
歌
語
（
所
在
別
）

﹇　

﹈
は
堀
河
題
。

俊
成
の
百
首

為
家
の
百
首

神宮

内
宮
御
裳
濯
川﹇
立
春
﹈・
五
十
鈴
川﹇
六
月

祓
・
河
﹈・
神
路
山﹇
鶯
﹈・
天
つ
社﹇
葵
﹈
五
十
鈴
川﹇
立
春
・
六
月
祓
・
鹿
・
氷
・
逢
不
遇

恋
・
河
・
述
懐
﹈・
神
路
山﹇
霞
・
虫
・
紅
葉
﹈・

神
山﹇
残
雪
・
立
秋
﹈・
神
垣
山﹇
菊
﹈

外
宮
豊
宮
柱﹇
述
懐
﹈

山
田
原﹇
若
菜
・
春
雨
﹈

神
域
桜
宮﹇
桜
﹈・
月
読
神﹇
月
﹈

桜
宮﹇
桜
﹈・
月
読
杜﹇
月
﹈・
神﹇
早
苗
﹈・

神
の
荒
垣﹇
卯
花
﹈

神
威
神
風﹇
虫
﹈・
天
照
る
光﹇
初
冬
﹈・
天
の

戸﹇
祝
﹈

天
の
戸﹇
鶯
﹈・
天
照
る﹇
葵
・
祝
﹈

斎
宮・群
行
竹
の
籬﹇
虫
﹈・
竹
宮﹇
竹
﹈・
鈴
鹿
川﹇
橋
﹈
斎
の
宮﹇
杜
若
﹈

巫
女・神
主

た
を
や
め﹇
柳
﹈・
宮
人﹇
菫
・
款
冬
・
萩
﹈

依
代・神
木
玉
串
葉﹇
露
﹈・
三
角
柏﹇
初
恋
﹈・
百
枝
松

﹇
松
﹈

玉
串
葉﹇
残
雪
・
露
・
霜
﹈・
榊
葉﹇
梅
﹈

伊
勢
風
辺

伊
勢
路

井
手﹇
款
冬
﹈・
入
野
原﹇
萩
﹈・
宇
治﹇
網

代
﹈、瀬
田
長
橋﹇
霧
﹈・
逢
坂﹇
駒
迎
﹈、鈴

鹿
山﹇
霞
﹈・
一
志
浦﹇
若
菜
﹈・
雲
出
川

﹇
苗
代
﹈・
麻
生
浦﹇
五
月
雨
﹈・
星
合
浜﹇
七

夕
﹈・
宮
野
原﹇
刈
萱
﹈・
伊
勢
島﹇
擣
衣
﹈・

伊
勢
浜﹇
寒
蘆
﹈・
二
見
潟﹇
雁
﹈、和
歌
浦

﹇
鶴
﹈・
三
穂
岩
屋﹇
苔
﹈・
三
熊
野﹇
菫
・
雪
﹈

美
豆
野﹇
春
駒
﹈、
野
路﹇
刈
萱
﹈・
逢
坂

山﹇
初
逢
恋
﹈、
鈴
鹿
山﹇
帰
雁
・
郭
公
・
薄
・

関
﹈・
鈴
鹿
川﹇
五
月
雨
﹈・
安
濃﹇
萩
﹈・

大
野
原﹇
女
郎
花
﹈・
伊
勢
浜﹇
寒
蘆
﹈・

伊
勢
島﹇
恨
恋
﹈・
二
見
潟（
浦
）﹇
子
日
・

擣
衣
・
千
鳥
﹈、
和
歌
浦﹇
鶴
﹈・
三
熊
野

浦﹇
霧
・
片
思
﹈

神
話・神
代
諏
訪
の
渡
り﹇
氷
﹈・
香
具
山﹇
神
楽
﹈・

高
千
穂﹇
山
﹈、
神
代﹇
菊
﹈

天
香
具
山﹇
更
衣
﹈・
天
原
開
け
し
岩
戸

﹇
雪
﹈・
あ
ら
か
ね
の
神﹇
山
﹈、
神
代﹇
三

月
尽
・
神
楽
・
松
﹈

山
城・大
和
県
井
戸﹇
杜
若
﹈、
春
日
野﹇
子
日
﹈・
吉

野
山﹇
残
雪
﹈・
竜
田﹇
紅
葉
﹈

都﹇
旅
﹈、
片
岡
朝
原﹇
早
蕨
﹈・
板
田
橋

﹇
橋
﹈

そ
の
他

唐
土﹇
梅
﹈・
忍
岡﹇
早
蕨
﹈・
小
笠
原﹇
春

駒
﹈・
信
夫
山﹇
陸
奥
﹈・
宇
津
山﹇
旅
恋
﹈・

末
の
松
山﹇
恨
﹈・
白
河
関﹇
関
﹈・
松
浦

﹇
海
路
﹈

桐
原﹇
駒
迎
﹈・
八
橋﹇
旅
恋
﹈・
富
士﹇
思
﹈・

東
野﹇
野
﹈

合
計

51
首
（
う
ち
伊
勢
関
連
36
首
）

61
首
（
う
ち
伊
勢
関
連
54
首
）
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は
、
俊
成
に
百
首
中
三
十
六
例
、
為
家
に
五
十
四
例
も
存
在
し
て
お
り
、
巻

頭
や
巻
末
ま
た
は
一
部
の
み
に
し
か
詠
み
入
れ
て
い
な
い
よ
う
な
「
二
見

浦
百
首
」「
四
季
題
百
首
」
と
は
異
な
り
、
俊
成
や
為
家
の
場
合
は
神
宮
及

び
そ
の
周
辺
の
情
景
を
描
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
ま
ず
俊
成
は
和
歌
で
は
珍
し
い
地
名
を
詠
み

入
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

③ 

雲く
も
づ出

川
せ
き
入
れ
て
ま
け
る
苗
代
は
秋
の
空
こ
そ
か
ね
て
見
え
け

れ 

（
俊
成
15
苗
代
）

④ 

七
夕
や
天
の
川
よ
り
通
ひ
け
ん
誰た

れ

か
名
づ
け
し
星
合
の
浜

 

（
俊
成
37
七
夕
）

⑤ 

神
風
や
宮
野
の
原
の
刈
萱
を
か
ら
れ
て
の
み
は
過
ぎ
ん
も
の
か
は

 
（
俊
成
41
刈
萱
）

⑥ 

神
風
や
竹
の
籬
の
松
虫
は
千
代
に
千
歳
の
秋
や
重
ね
ん（
俊
成
52
虫
）

⑦ 

竹
の
宮
籬
に
植
ゑ
て
千
世
ま
で
と
祝
ひ
そ
め
け
ん
此
君
ぞ
こ
れ

 

（
俊
成
83
竹
）

和
歌
③
「
雲
出
川
」
は
奈
良
県
境
あ
た
り
か
ら
伊
勢
湾
へ
と
流
れ
る
川
、
④

「
星
合
の
浜
」
は
雲
出
川
右
岸
の
低
地
、
⑤
「
宮
野
原
」
は
雲
出
川
支
流
の

中
村
川
中
流
域
に
あ
た
る
。
和
歌
⑥
「
神
風
や
竹
の
籬
」
は
「
竹
の
宮
」
を

想
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
⑦
「
竹
の
宮
」
は
斎
宮
の
座
所
（
三
重

県
多
気
郡
明
和
町
竹
川
）
の
こ
と
で
、『
八
雲
御
抄
』
三
・
異
名
部
に
「
斎

宮　

の
ゝ
み
や
〈
群
行
以
前
御
在
所
〉。
た
け
の
み
や
〈
伊
勢
御
在
所
〉。

い
つ
き
の
宮
。
い
は
み
や
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
斎
宮
を
賞
美
す
る
和
歌

で
あ
る
。
一
方
、
為
家
に
も
斎
宮
を
詠
ん
だ
和
歌
は
あ
る
が
、

⑧ 

思
ひ
や
る
斎い

つ
きの

宮
は
跡
ふ
り
て
花
咲
き
残
る
杜
若
か
な

 

（
為
家
113
杜
若
）

と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
十
八
年
間
ほ
ど
斎
宮
群
行
が
中
断
さ
れ
て
い
た
た

め
、「
跡
ふ
り
て
」
と
思
い
や
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
為
家
の
和

歌
の
特
徴
と
し
て
は
、

⑨ 

朝
霞
た
ち
い
で
て
見
れ
ば
春
の
野
に
菫
摘
み
に
と
急
ぐ
宮
人

 

（
為
家
106
菫
）

⑩ 

宮
人
の
衣
の
色
と
い
は
ね
ど
も
ひ
と
つ
に
ま
が
ふ
山
吹
の
花

 

（
為
家
127
款
冬
）

⑪ 

宮
人
の
花
摺
り
衣
急
が
な
ん
露
に
咲
き
そ
ふ
安あ

の濃
の
萩
原

 

（
為
家
260
萩
）

⑫ 

世
を
め
ぐ
み
民
は
ぐ
く
む
う
る
ひ
と
て
山
田
の
原
は
春
雨
ぞ
降
る

 

（
為
家
71
春
雨
）

⑬ 

苗
代
の
山
田
の
民
の
苦
し
さ
を
か
へ
す
が
へ
す
も
君
は
育
め

 

（
為
家
99
苗
代
）

⑭ 
い
に
し
へ
を
思
ふ
に
つ
け
て
藤
の
花
心
に
か
け
て
恵
み
を
ぞ
ま
つ

 

（
為
家
120
藤
）
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⑮ 
い
か
ば
か
り
神
の
た
め
に
と
早
苗
と
る
民
の
力
を
あ
は
れ
と
か
見

る 

（
為
家
176
早
苗
）

⑯ 

思
ひ
い
づ
る
昔
を
い
か
が
こ
ひ
ざ
ら
ん
七な

な
よ代

に
す
ぐ
す
老
い
の
命

は 

（
為
家
666
懐
旧
）

と
あ
る
和
歌
⑨
〜
⑪
「
宮
人
」
つ
ま
り
神
官
の
姿
を
詠
ん
で
い
る
点
で
あ

る
。
ま
た
為
家
の
場
合
は
皇
祖
神
へ
の
奉
納
と
い
う
こ
と
が
強
く
意
識
さ

れ
て
お
り
、
和
歌
⑫
〜
⑯
は
「
君
・
臣
・
民
」
を
意
識
し
た
表
現
が
詠
ま

れ
、
和
歌
⑯
「
七
代
」
は
為
家
が
仕
え
て
き
た
歴
代
の
天
皇
（
順
徳
〜
亀

山
朝
）
を
指
す
。
そ
し
て
、
両
者
の
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
は
、
神
名
や

神
話
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

⑰ 

葵
草
日
影
に
な
び
く
心
あ
れ
ば
天
つ
社
も
あ
は
れ
か
く
ら
む

 
（
俊
成
23
葵
）

⑱ 

月
読
の
神
に
も
い
か
で
祈
り
み
ん
秋
の
空
に
は
雲
な
く
も
が
な

 

（
俊
成
50
月
）

⑲ 

時
雨
る
と
も
神
無
月
と
は
誰た

れ

か
言
ひ
し
天
照
る
光
限
り
あ
ら
じ
を

 

（
俊
成
56
初
冬
）

⑳ 

香か

ご具
山
や
榊
の
枝
に
に
き
て
か
け
そ
の
神
遊
び
思
ひ
こ
そ
や
れ

 

（
俊
成
66
神
楽
）

㉑ 

高た
け
ち
ほ

千
穂
の

く
し

触ふ
る

峰
ぞ
あ
ふ
が
る
る
天あ

め

の
を
ず
め
の
は
じ
め
と
思
へ

ば 

（
俊
成
86
山
）

㉒ 

か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
豊
の
宮
柱
な
ほ
き
心
は
空
に
知
る
ら
ん

 

（
俊
成
99
述
懐
）

㉓ 

君
が
代
は
千ち
よ世
と
も
さ
さ
じ
天
の
戸
や
出
づ
る
月
日
の
限
り
な
け

れ
ば 

（
俊
成
100
祝
）

㉔ 

こ
と
の
は
に
光
を
そ
へ
よ
久
か
た
の
天
照
る
秋
の
月
読
の
杜

 

（
為
家
344
月
）

㉕ 

天
の
原
開
け
し
岩
戸
の
面
影
も
あ
な
お
も
し
ろ
の
雪
の
あ
し
た
や

 

（
為
家
414
雪
）

㉖ 

あ
ら
か
ね
の
神
の
は
じ
め
に
迹あ

と

垂た

れ
し
宮
居
の
山
は
と
き
は
か
き

は
に 

（
為
家
596
山
）

㉗ 

日ひ

の
御み

影か
げ

天あ
ま

照て

る
光
さ
し
そ
へ
て
万
世
ま
も
れ
我
が
君
の
た
め

 

（
為
家
694
祝
）

ま
ず
、
伊
勢
内
宮
の
天
照
大
神
（
日
神
）
は
和
歌
⑰
⑲
㉓
㉗
で
は
太
陽
と

重
ね
合
わ
さ
れ
、
和
歌
㉕
で
は
天
岩
戸
か
ら
出
現
し
た
際
に
皆
が
「
あ
は

れ
、
あ
な
お
も
し
ろ
、
あ
な
た
の
し
、
あ
な
さ
や
け
、
お
け
」（
古
語
拾

遺
）
と
喜
ん
だ
神
話
に
拠
る
表
現
を
使
用
す
る
。
和
歌
㉑
「
高
千
穂
の

触
峰
」
は
天
照
大
神
の
命
を
受
け
て
孫
の
瓊
瓊
杵
尊
が
高
天
原
か
ら
降
臨

し
た
地
で
、「
天
の
を
ず
め
」（
天
あ
め
の

鈿う
ず

女め

）
は
天
岩
戸
の
際
に
は
滑
稽
な
踊

り
で
天
照
大
神
を
ひ
き
つ
け
、
天
孫
降
臨
の
際
に
は
瓊
瓊
杵
尊
に
付
き
従

っ
た
五
神
（
五
伴
緒
）
の
う
ち
の
女
神
で
あ
る
。「
を
ず
め
」
と
い
う
表
記
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は
お
そ
ら
く
「
天
鈿
女
命
〈
古
語
、
天
乃
於
須
女
…
〉」（
古
語
拾
遺
）
と

あ
る
古
語
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
和
歌
㉒
「
豊
の
宮
柱
」
は
外
宮
の

豊
受
大
神
の
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
㉖
「
あ
ら
か
ね
の
神
の
は
じ
め
」
は
、

『
古
今
集
』
仮
名
序
に
お
け
る
和
歌
の
起
源
を
記
し
た
部
分
「
こ
の
歌
、
天

地
の
開
け
始
ま
り
け
る
時
よ
り
出
で
に
け
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
世
に
伝

は
る
こ
と
は
久
方
の
天あ
め

に
し
て
は
下
照
姫
に
始
ま
り
、
あ
ら
か
ね
の
地つ

ち

に

し
て
は
素
戔
嗚
尊
よ
り
ぞ
起
こ
り
け
る
」
に
拠
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
堀
河
題
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
俊
成
・
為
家
の
「
伊
勢

百
首
」
は
、
神
宮
お
よ
び
周
辺
の
情
景
、
都
か
ら
伊
勢
ま
で
の
道
の
り
（
伊

勢
路
）、
神
話
（
天
岩
戸
・
天
孫
降
臨
）、
皇
祖
神
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
向

か
ら
伊
勢
神
宮
へ
の
奉
納
和
歌
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、「
二
見
浦
百
首
」「
四
季
題
百
首
」
と
は
異
な
り
、
個
人
詠
で
あ
る
こ
と

や
、
百
首
歌
の
構
成
意
識
の
違
い
か
ら
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
後
鳥
羽
院
「
内
宮
・
外
宮
百
首
」

　
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
所
収
の
「
内
宮
百
首
」「
外
宮
百
首
」
の
両
百
首
か

ら
歌
枕
（
地
名
）
を
拾
い
上
げ
る
と
、
次
の
﹇
表
4
﹈
の
通
り
の
結
果
と

な
る
。
表
が
示
す
よ
う
に
、
両
百
首
の
冒
頭
と
「
神
祇
五
首
」
で
は
神
宮

ゆ
か
り
の
歌
枕
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
奉
納
を
意
図
し
た
構
成
と
な
っ
て
い

﹇
表
4
﹈
後
鳥
羽
院
の
内
宮
百
首
・
外
宮
百
首
の
歌
枕﹇　

﹈は
国
名
。 　

 

は
伊
勢
関
連
の
歌
枕
。

内
宮
百
首

外
宮
百
首

春
20

御
裳
濯
川﹇
内
宮
﹈・
志
賀﹇
近
江
﹈×
2
・

竜
田
川﹇
大
和
﹈・
吉
野﹇
大
和
﹈×
4
・
布

留
野﹇
大
和
﹈・
難
波
津﹇
摂
津
﹈・
松
浦
沖

﹇
筑
紫
﹈・
都﹇
山
城
﹈×
2
・
佐
野
舟
橋﹇
上

野
﹈

宮
川﹇
外
宮
﹈・
三
輪﹇
大
和
﹈・
吉
野（
山
）

﹇
大
和
﹈×
4
・
唐
崎﹇
近
江
﹈・
敷
津
浦﹇
伊

勢
﹈・
鳰
の
海﹇
近
江
﹈・
春
日
山﹇
大
和
﹈・

佐
保
姫﹇
大
和
﹈

夏
15

鳰
の
海﹇
近
江
﹈・
鳥
羽
田﹇
山
城
﹈

難
波﹇
摂
津
﹈・
三
島
江﹇
摂
津
﹈・
鳥
羽
田

﹇
山
城
﹈・
清
滝
川﹇
山
城
﹈・
石
上﹇
大
和
﹈

秋
20

鳥
羽
田﹇
山
城
﹈・
水
無
瀬
川﹇
摂
津
﹈・
入

野﹇
山
城
﹈・
宮
城
野﹇
陸
奥
﹈・
明
石
浦﹇
播

磨
﹈・
虫
明﹇
備
前
﹈

常
盤
山﹇
山
城
﹈・
入
野﹇
山
城
﹈・
深
草﹇
山

城
﹈・
御
垣
原﹇
大
和
﹈・
大
江
山
生
野﹇
丹

波
﹈・
都
・
高
円
尾
上
宮﹇
大
和
﹈・
菅
原

伏
見﹇
山
城
﹈

冬
15

武
蔵
野
・
深
草﹇
山
城
﹈・
立
田
山﹇
大

和
﹈・
初
瀬
山﹇
大
和
﹈・
伏
見﹇
山
城
﹈・
吹

上
浦﹇
紀
伊
﹈・
更
級
里﹇
信
濃
﹈・
宇
治
川

﹇
山
城
﹈

生
田﹇
摂
津
﹈・
三
室
山﹇
大
和
﹈・
吉
野﹇
大

和
﹈・
清
滝
川﹇
大
和
﹈・
天
川
＆
交
野﹇
河

内
﹈・
甲
斐
山﹇
甲
斐
﹈・
比
良
山﹇
近
江
﹈・

因
幡
山﹇
因
幡
﹈

祝
5

逢
坂
山﹇
近
江
﹈・
和
歌
浦﹇
紀
伊
﹈・
塩
山

差
出
磯﹇
甲
斐
﹈

神
祇
5
神
路
山﹇
内
宮
﹈・
伊
勢
浜
×
2
・
神
風

×
4
・
御
裳
濯﹇
内
宮
﹈

宮
川﹇
外
宮
﹈×
3
・
鈴
鹿
山
伊
勢
浦

和
・
神

雑
20

都﹇
山
城
﹈×
2
・
吹
上﹇
紀
伊
﹈・
東
路
・

清
見
潟﹇
駿
河
﹈・
須
磨
浦﹇
摂
津
﹈・
住
の

江﹇
摂
津
﹈・
雄
島﹇
陸
前
﹈・
神

神
仏
、
都
×
3
・
明
石﹇
播
磨
﹈×
2
・

初
瀬
山﹇
大
和
﹈・
須
磨
浦﹇
摂
津
﹈・
袖
師

浦﹇
出
雲
﹈・
宇
津
山﹇
駿
河
﹈×
2
・
和
歌

浦﹇
紀
伊
﹈

合
計

46
首
（
う
ち
伊
勢
関
連
7
首
）

51
首
（
う
ち
伊
勢
関
連
8
首
）
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（
377
外
宮
）

⑩ 

久
方
の
空
ゆ
く
風
に
雲
き
え
て
月
影
寒
し
宮
川
の
秋 

（
378
外
宮
）

⑪ 

鈴
鹿
山
伊
勢
の
浦
和
の
秋
の
浪
や
ど
れ
る
月
を
よ
す
る
春
風

 

（
379
外
宮
）

⑫ 

よ
よ
へ
て
も
神
や
み
川
に
絶
え
ぬ
浪
絶
え
て
忘
る
る
間
な
く
時
な

し 

（
380
外
宮
）

と
あ
り
、
神
へ
祈
願
し
た
り
神
の
威
力
（
神
風
）
を
讃
え
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
両
百
首
と
も
、
冒
頭
歌
と
「
神
祇
五
首
」
で
は
奉
納
先
に
関
係
す

る
歌
枕
を
詠
み
入
れ
る
と
い
う
構
成
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
神
祇
」
題

の
詠
法
に
つ
い
て
は
、「
四
季
題
百
首
」の
よ
う
な
奉
納
先
以
外
の
神
社
も
詠

み
入
れ
る
方
法
と
は
異
な
り
、
全
五
首
と
も
神
宮
を
想
定
し
た
和
歌
に
な
っ

て
お
り
、い
っ
そ
う
奉
納
先
が
意
識
さ
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

⑬ 

思
ふ
べ
し
く
だ
り
は
て
た
る
世
な
れ
ど
も
神
の
ち
か
ひ
ぞ
猶
も
朽

ち
せ
ぬ 

（
内
宮
300
雑
）

⑭ 

昔
に
は
神
も
仏
も
か
は
ら
ぬ
を
く
だ
れ
る
世
と
は
人
の
心
ぞ

 

（
外
宮
381
雑
）

⑮ 

都
人
頼
め
ぬ
宿
の
ま
き
の
戸
に
何
の
な
ら
ひ
の
庭
の
松
風

 

（
外
宮
382
雑
）

⑯ 
か
り
に
て
も
思
ひ
お
こ
せ
よ
都
人
同
じ
心
に
月
は
見
ず
と
も

 

（
外
宮
399
雑
）

る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
両
百
首
の
冒
頭
歌
は
、

① 
朝
日
さ
す
御
裳
濯
川
の
春
の
空
の
ど
か
な
る
べ
き
世
の
景
色
か
な

 

（
201
内
宮
）

② 

宮
川
の
春
立
つ
空
の
初
風
に
う
ち
い
づ
る
浪
の
花
や
散
る
ら
む

 

（
301
外
宮
）

で
あ
り
、
御
裳
濯
川
（
内
宮
境
内
を
流
れ
る
五
十
鈴
川
）
と
宮
川
（
外
宮

の
御
祓
川
）
に
お
け
る
立
春
の
情
景
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
神
祇

五
首
」
で
は
、

③ 

尽
き
も
せ
ず
都
の
空
に
吹
き
か
よ
へ
神
路
の
山
の
千
世
の
春
風

 

（
276
内
宮
）

④ 

神
風
や
伊
勢
の
浜
辺
の
曙
に
霞
吹
き
よ
る
浦
の
初
風 

（
277
内
宮
）

⑤ 

神
風
や
空
な
る
雲
を
払
ふ
ら
む
一
夜
も
月
の
く
も
る
間
ぞ
な
き

 
（
278
内
宮
）

⑥ 

秋
の
空
の
ど
け
き
浪
に
月
さ
え
て
神
風
寒
し
伊
勢
の
浜
荻

 

（
279
内
宮
）

⑦ 

御
裳
濯
や
頼
み
を
か
く
る
神
風
の
心
に
吹
か
ぬ
時
の
間
ぞ
な
き

 

（
280
内
宮
）

⑧ 

春
の
色
を
け
ふ
宮
川
の
杉
の
葉
に
吹
き
く
る
風
も
神
さ
び
に
け
り

 

（
376
外
宮
）

⑨ 

宮
川
や
い
つ
も
緑
の
杉
の
葉
に
今
ひ
と
し
ほ
の
春
風
ぞ
吹
く



136

⑰ 

和
歌
浦
の
蘆
間
の
浪
に
た
ち
か
へ
り
昔
に
似
た
る
た
づ
の
声
か
な

 

（
外
宮
400
雑
）

⑱ 
四
方
の
海
の
浪
に
釣
り
す
る
海
士
人
も
を
さ
ま
れ
る
代
の
風
は
う

れ
し
や 

（
内
宮
275
祝
）

⑲ 

野
も
山
も
を
さ
ま
れ
る
世
の
春
風
は
花
散
る
頃
も
い
と
ひ
や
は
す

る 

（
外
宮
318
春
）

⑳ 

関
守
も
関
の
戸
う
と
く
成
り
に
け
り
を
さ
ま
れ
る
世
に
逢
坂
の
山

 

（
外
宮
371
祝
）

と
あ
る
和
歌
⑬
〜
⑰
は
「
雑
二
十
首
」
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
定
家
の
「
四

季
題
百
首
」
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
述
懐
的
な
内
容
を
詠
む
傾
向
に
あ
る
。

和
歌
⑰
は
新
古
今
集
を
意
識
し
た
も
の
、
和
歌
⑱
〜
⑳
で
は
「
君
子
の
徳

は
風
な
り
」（
論
語
・
顔
淵
）
を
踏
ま
え
て
、
治
天
の
君
と
し
て
の
治
世
を

詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
示
し
た
と
お
り
、
同
じ
神
宮
へ
の
奉
納
百
首
で
あ
っ
て
も
、
奉
納

先
を
描
写
す
る
と
い
う
意
識
に
は
大
き
な
差
が
見
ら
れ
た
。
定
家
の
場
合

は
希
薄
で
あ
り
、
対
し
て
俊
成
や
為
家
の
場
合
は
描
写
す
る
こ
と
に
主
眼

が
あ
っ
た
。
こ
の
意
識
は
百
首
歌
の
構
成
意
図
の
違
い
を
表
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
奉
納
先
を
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
い
定
家
「
二
見
浦
百

首
」
や
、
巻
末
歌
に
の
み
詠
ん
だ
慈
円
「
御
裳
濯
川
百
首
」
と
い
う
作
品

は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
作
品
で
は
お
お
よ
そ
巻
頭
に
お
い
て
神
宮
関
連

の
和
歌
を
詠
み
入
れ
る
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
歌
枕
の
選
択

に
お
い
て
は
、
奉
納
先
と
は
無
関
係
な
地
名
を
積
極
的
に
詠
み
入
れ
る
も

の
が
主
流
で
は
あ
る
が
、
俊
成
や
為
家
の
「
伊
勢
百
首
」
の
場
合
は
奉
納

先
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
表
現
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
て
い
た
。「
神
祇
五

首
」
題
の
扱
い
に
お
い
て
は
、
神
宮
を
含
む
主
要
な
神
社
を
詠
み
入
れ
た

も
の
（
定
家
「
二
見
浦
百
首
」、
家
隆
「
四
季
題
百
首
」）
や
、
宮
廷
行
事

と
い
う
視
点
か
ら
詠
み
入
れ
た
も
の
（
定
家
「
四
季
題
百
首
」）
も
あ
れ

ば
、
全
て
に
奉
納
先
を
詠
み
入
れ
た
も
の
（
後
鳥
羽
院
「
内
宮
・
外
宮
百

首
」）
も
あ
り
、
歌
人
の
意
識
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

一
概
に
奉
納
百
首
と
言
っ
て
も
そ
の
性
格
は
実
に
様
々
で
あ
り
、
奉
納

先
を
ど
の
程
度
意
識
し
て
詠
み
入
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
も

歌
人
の
意
識
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
巻
頭
歌
や
神
祇
歌
な
ど
百
首
歌
の
構

成
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
ふ
く
ど
め　

た
ま
み
／
本
学
東
西
学
術
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）


